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選手契約および登録に関する規程 

第１章 選手契約 

第１節 総 則 

第１条〔目 的〕 

本規程は、公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリ

ーグ（以下「Ｂリーグ」という）の会員たるクラブ（以下「Ｂクラブ」という）

およびその選手の契約と登録等に関する事項について定める。 

第２条〔契約区分〕 

選手の契約区分は次の各号のとおりとする 

①アマチュア選手 

②プロ選手 

第３条〔アマチュア選手〕 

(1) アマチュア選手とは、その所属クラブとの書面または電磁的記録による誓約

を有しており、報酬を目的とすることなくプレーする者をいい、手当（備品手

当、食事手当、その他Ｂクラブが必要と判断し、かつＢリーグが合理的と認め

る手当をいう）ならびに交通費、宿泊費および保険料等の実費以外を受理して

はならない。また、各手当の金額は当該経費として常識的な水準でなければな

らず、ひと月当たりの全手当の総額は10万円（一切の税金を含む）を超過して

はならない。 

(2)  前項の報酬とは、Ｂリーグ規約第86条第２項で定めるものをいい、別段の定

めのない限り、以下同様とする。 

第４条〔プロ選手〕 

プロ選手とは、その所属クラブとの書面または電磁的記録による契約を有して

おり、当該契約に基づき、そのバスケットボール選手としての義務履行の対価と

して報酬の支払いを受ける者をいう。 

第５条〔新人選手〕 

(1) 新人選手とは、外国籍選手（公益財団法人日本バスケットボール協会（以下

「協会」という）の基本規程第99条に定めるものをいう。以下同じ）、アジア特
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別枠選手および帰化選手（満16歳となった後に国籍法に基づく帰化によって日

本国籍を取得した選手をいう。以下同じ）に該当せず、かつ国内リーグ（B1、

B2、B3、B.PREMIER、B.ONE、B.NEXT）および海外リーグ（NBA Summer League含

む）の在籍経験がなく、当該シーズンに初めてＢリーグにリーグ登録された選

手をいう。 

なお、上記に基づき新人選手として扱われるシーズンにおいて、当該シーズ

ン３月31日時点で22歳以下の選手は、B.PREMIERリーグ戦、B.ONEリーグ戦およ

びB.NEXTリーグ戦の１シーズンの出場試合数が当該選手の所属するチームの行

った試合の半分以下の場合、当該シーズンの翌シーズンも新人選手として扱う

ものとし、以後も同様とする。但し、当該選手が、インジュアリーリストに登

録されていた期間を除き、１シーズンのすべてにわたってリーグ選手登録され

た場合は、当該シーズンまで新人選手として扱うものとし、翌シーズン以後は

新人選手として扱わないものとする。 

(2)  特定新人選手とは、前項の新人選手のうち、「特定新人選手選択会議（ドラ

フト）規程」（以下「ドラフト規程」という）第２条第１項に該当する選手をい

う。 

第５条の２〔特定新人選手の選手契約の特則〕 

B.PREMIERクラブは、別段の定めがない限り、ドラフト規程が定める方法によら

なければ、特定新人選手との間で選手契約の交渉および締結をすることはできな

い。 

第６条〔アマチュア選手誓約〕 

アマチュア選手は、所属クラブに対し、Ｂリーグが定めるアマチュア選手誓約

書またはそれに準ずる書面に署名（電磁的方法によるものを含む）し提出するこ

ととする。なお、当該クラブは本書のほか、当該選手との間で諸手当について確

認した書式の写しすべてをＢリーグに提出しなければならない。 

第７条〔プロ選手契約〕 

(1) プロ選手は、所属クラブとの間に、協会が定める選手統一契約書を締結する

こととする。なお、当該クラブは選手統一契約書のほか、当該選手と締結した

すべての契約書の写しをＢリーグに提出しなければならない。 

(2)  前項に基づきＢリーグに提出する契約書に記載する報酬および手当は、手

取額ではなく、源泉徴収されるべき税金額が控除される前の金額を記載しなけ

ればならない。 
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第８条〔プロ選手契約の原則〕 

プロ選手及び当該選手と契約を締結するＢクラブは、選手契約に関して、次の

各号の原則を守らなければならない。 

① 契約は尊重されなければならない 

② 契約は正当事由がある場合には、解除することができる 

③ 正当事由のない契約の解除の場合、損害賠償が支払われるべきであり、か

かる損害賠償は当該契約において予め規定することができる。 

④ 正当事由のない契約の解除の場合、違反当事者に対して、懲罰を科すこと

ができるものとする。 

第９条〔契約年数〕 

(1) 契約の最長期間は４年間とし、最短期間は原則として当該契約の効力発生日

から、シーズン終了時までとする。なお、ここでシーズン終了時とは、６月末

日をさす。ただし、外国籍選手、帰化選手、Ｂクラブ以外のチームまたは団体

に所属する者として協会に登録している特別指定選手、ユース育成特別枠選手

およびアジア特別枠選手における最短期間はこれによらない。また、B.PREMIER

クラブにおいては、契約期間の終期をシーズン終了時までとする選手（U22枠選

手、特別指定選手およびユース育成特別枠選手を除く）が10名以上登録されて

いる場合に限り、その他の選手（U22枠選手を除く）との間で、契約期間を効力

発生日から起算して14日間以上の期間で任意に設定することができる。なお、

U22枠選手、特別指定選手、ユース育成特別枠選手およびアジア特別枠選手とは

それぞれ第２章第２節ないし第５節に基づきそれぞれ認定された選手を意味し、

以下同様とする。 

(2) 前項に関わらず、U22枠選手の契約の最長期間は当該契約の効力発生日が属

するシーズンから起算して４シーズン後のシーズン終了時までとする。また、

最短期間は当該契約の効力発生日が属するシーズンから起算して３シーズン後

のシーズン終了時までとする。なお、ここでシーズン終了時とは、６月末日を

さす。 

第９条の２〔特定新人選手とB.PREMIERクラブの選手契約の契約年数〕 

前条第１項にかかわらず、特定新人選手とB.PREMIERクラブとの選手契約の期間

は３年間とする。なお、ドラフト規程に従って、３年目のシーズンに限り、選手

による任意の契約解除を可能とするプレーヤーオプションを設定することができ

る。ただし、特定新人選手は、当該プレーヤーオプションにつき、選手契約締結

日から２年目のシーズンの12月31日までの間に限り行使することができる。 
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第10条〔選手の報酬等〕 

(1) Ｂクラブは、プロ契約選手に対し、第７条に基づきＢリーグに提出した契約

書に記載された報酬、手当ならびに交通費、宿泊費および保険料等の実費以外

の金銭または利益を名目のいかんを問わず供与してはならない。なお、特定新

人選手については、ドラフト規程に従う。 

(2) Ｂクラブは、各シーズンの契約に基づく報酬の支払いを、翌シーズン８月末

日までに完了しなければならない。ただし、Ｂリーグが認めた支払いはその限

りではない。なお、特定新人選手に対する契約金の支払いについては、ドラフ

ト規程に従う。 

(3) Ｂクラブは、選手の技能その他の事情を勘案したうえ、当該選手の能力を最

も発揮し得るように、選手の報酬を設定するよう努めなければならない。 

(4) Ｂクラブの基本選手年俸については、以下のとおりとする。なお、消費税お

よび地方消費税をあわせて以下「消費税等」という。 

① B.PREMIER：最低年俸は800万円（消費税等別）とする。 

② B.ONE：最低年俸は360万円（消費税等別）、新人選手のみ上限460万円（消

費税等別）とする。 

③ B.NEXT：最低年俸は290万円（消費税等別）、新人選手のみ上限460万円（消

費税等別）とする。 

(5) 前項にかかわらず、U22枠選手の基本選手年俸については、最低年俸は360万

円（消費税等別）とし、460万円（消費税等別）を上限とする。 

(6) 前２項にかかわらず、B.PREMIERクラブと選手契約を締結する特定新人選手に

ついてはドラフト規程に従う。 

(7) 当該シーズン９月１日以降に契約期間が開始される場合の基本選手年俸につ

いては、以下のとおりとする。 

① B.PREMIER：最低年俸は月額66.7万円（消費税等別）に対して契約期間の月

数を乗じた額を採用する。ただし、日割り計算は行わず、１日でも期間に含

む月はこれを１カ月分として採用する。 

② B.ONE：最低年俸は月額30万円（消費税等別）に対して契約期間の月数を乗

じた額を採用する。ただし、日割り計算は行わず、１日でも期間に含む月は

これを１カ月分として採用する。 

③ B.NEXT：最低年俸は月額24.2万円（消費税等別）に対して契約期間の月数

を乗じた額を採用する。ただし日割り計算は行わず、１日でも期間に含む月

はこれを１カ月分として採用する。 

④ 新人選手の最高報酬額：B.ONE、B.NEXTともに新人選手の上限は38.3万円（消

費税等別）に対して契約期間の月数を乗じた額を採用する。ただし、日割り

計算は行わず、１日でも期間に含む月はこれを１カ月分として採用する。 

⑤ U22枠選手：前各号にかかわらず、B.PREMIER、B.ONEおよびB.NEXTのU22枠
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選手の最低年俸は月額30万円（消費税等別）に対して契約期間の月数を乗じ

た額を採用する。ただし、日割り計算は行わず、１日でも期間に含む月はこ

れを１カ月分として採用する。 

(8) 新人選手のインセンティブ給については、以下のとおりとする。ただし、公

式試合でない競技会の実績によるインセンティブ給はこの限りではない。 

① B.PREMIERクラブは特定新人選手（優先交渉対象選手およびU22枠選手を除

く）に対してインセンティブ給の支払いはできない。 

② B.ONEおよびB.NEXTクラブは、高等学校等卒業、中途退学および在学中の選

手に対して120万円/シーズン、大学等卒業、中途退学および在学中の選手に

対して300万円/シーズンを上限として、インセンティブ給を支払うことがで

きる。 

(9) B.ONEクラブおよびB.NEXTクラブと選手契約を締結する特定新人選手の選手

報酬については、特定新人選手であるシーズンの翌シーズンまでの期間を含む

契約において、第４項、第７項および第８項に定める各上限が適用されるもの

とする。 

第11条〔税金の取り扱い〕 

報酬および手当に係る税金は全て選手が負担するものとする。Ｂクラブは、選

手に対し、税金を控除しないグロス形式で、消費税および地方消費税を付加して、

報酬及び手当を支払わなければならない。なお、Ｂクラブが源泉徴収税を控除し

て支払うことは妨げられない。 

第２節 サラリーキャップ制度 

第12条〔サラリーキャップ制度の目的〕 

B.PREMIERおよびB.ONEにおける競技力の均衡を図ることを目的とする。 

第13条〔サラリーキャップ制度の対象クラブ〕 

サラリーキャップ制度は、B.PREMIERクラブおよびB.ONEクラブを対象とする。 

第14条〔サラリーキャップ制度上の義務〕 

(1) B.PREMIERクラブおよびB.ONEクラブは、第16条により算出される報酬総額（以

下「みなし報酬総額」という）につき、次条第１項に定めるサラリーキャップ

金額を上回ってはならない。 

(2) B.PREMIERクラブおよびB.ONEクラブは、みなし報酬総額につき、次条第１項

に定めるサラリーフロア金額を下回ってはならない。 
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第15条〔サラリーキャップ金額〕 

(1) １シーズンあたりのサラリーキャップ金額およびサラリーフロア金額は以下

のとおりとする。 

  ① B.PREMIERクラブ：キャップ８億円、フロア５億円 

  ② B.ONEクラブ（B.ONEライセンス交付）：キャップ４億円、フロア１億5,000

万円 

  ③ B.ONEクラブ（B.NEXTライセンス交付）：キャップ４億円、フロア１億円 

(2) 第１項に定めるサラリーキャップ金額およびサラリーフロア金額は、理事会

の裁量により改定されるものとする。 

第16条〔みなし報酬総額の算出方法〕 

(1) みなし報酬総額は、対象シーズンにＢリーグ登録した全ての選手が所属クラ

ブから当該対象シーズンに関し、選手契約に基づき支払いを受けるべき以下の

各号の費目を全て加算して算出する。なお、みなし報酬総額には、消費税等は

含まれないものとする。 

  ① 選手統一契約書に記載された基本報酬総額 

  ② 契約金（サインボーナス等を含むが、第１章第６節に規定される支度金は

含まれない） 

  ③ 手当（住居、自動車、航空券とし、別表１に基づき金額換算を行う。なお、

第１章第６節に規定される支度金は含まれない） 

  ④ 出場給、勝利給、各種賞金等の試合成績の対価として支給される金員。た

だし、以下の各号の金員を除く 

イ 表彰規程に定める選手に授与された賞金、表彰規程に基づきＢクラブに

授与された賞金を原資かつ上限としてＢクラブが選手に対し支払った金員 

ロ Ｂリーグにより出場を求められた大会において、主催団体より当該クラ

ブに授与された賞金等を原資かつ上限として、Ｂクラブが選手に対し支払

った金員 

ハ Ｂリーグ規約第34条第１項第５号（オールスター）にかかる出場給、勝

利給または賞金 

  ⑤ 当該対象シーズンにおけるグッズ等の売上のうち肖像ロイヤリティ料 

  ⑥ 当該対象シーズンに関し当該選手の稼働が発生したイベント・メディア出

演料 

  ⑦ その他支給される一切の金銭 

(2) 期限付移籍または育成契約選手制度により移籍元クラブおよび移籍先クラブ

が選手へ支払う費用負担を分配する場合は、各クラブが現に負担した金額を各

クラブの選手のみなし報酬総額にそれぞれ加算する。 

(3) B.PREMIERクラブまたはB.ONEクラブと基本報酬総額が１億5,000万円を超え
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る契約を締結した選手（以下「スター選手」という）が、対象シーズンのいず

れかの公式試合にＢリーグ規約第93条第３項に基づく出場資格を付与されてい

る場合、当該クラブのみなし報酬総額の算出において、スター選手のうち基本

報酬総額が最高額の１名に限り、当該選手の第１項第１号の金額を１億5,000万

円とみなす。 

(4) 複数年の契約を締結した場合、対象シーズンの基本報酬総額に、対象シーズ

ンの実績に対して支払われる金額および支給される手当を加算して算出する。 

(5) 第１項に定める費目のうち、契約金等、必ずしも特定のシーズンの活動の対

価として支払われるわけではないものがある場合、当該費目については、契約

有効期間がおよぶシーズン数によって等しく分割した金額を加算して算出する。 

(6) 以下の各号の経済的利益について、当該経済的利益の根拠となる契約実態の

全部または一部が存在しないなど、当該経済的利益の根拠となる契約実態の全

部もしくは一部が存在しない、または存在するが不相当に高額であるとＢリー

グが判断した場合、当該経済的利益の全部または一部を所属クラブから当該選

手に対する支払いとみなし、第１項第７号の費目として加算する。 

  ① 所属クラブが選手の親族または選手が役員を務める法人に対して供与した

経済的利益 

  ② 所属クラブの株主、クラブパートナー等第三者が選手、選手の親族または

選手が役員を務める法人に対して供与した経済的利益 

第16条の２〔スター選手条項適用選手の翌シーズン基本報酬額の特例〕 

前条第３項の適用を受けたB.PREMIERクラブまたはB.ONEクラブが同条項の対象

となった選手と翌シーズンの選手契約を締結する場合（翌シーズンを含む複数年

契約を既に締結している場合も含む）、当該選手の翌シーズンの基本報酬総額は

対象シーズンの基本報酬総額の70%を超えたものでなければならない。ただし、対

象シーズンの翌シーズンにおいて当該選手を対象に前条第３項が適用される場合

は、この限りではない。 

第17条〔為替〕 

選手契約において選手報酬を外国通貨で定めた場合、当該選手報酬は、通貨の

種類に応じ、以下の各号に定める方法により日本円に換算するものとする。 

① USドルまたはユーロの場合 

日本銀行が公開する為替相場（東京インターバンク相場）における、対象シ

ーズンの前々シーズン７月１日から当該シーズン６月30日までの売り値と買い

値の中間値（TTM）（全て17:00時点の終値）の平均を適用する。 

② 前号以外の外国通貨の場合 

Ｂリーグが別途指定する金融機関が公開する為替相場における、対象シーズ
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ンの前々シーズン７月１日から当該シーズン６月30日までの売り値と買い値の

中間値（TTM）（全て17:00時点の終値）の平均を適用する。 

第18条〔結果の公表〕 

Ｂリーグは、毎シーズン11月に開催される理事会および翌シーズン９月に開催

される理事会において、対象シーズンにおける各B.PREMIERクラブおよびB.ONEク

ラブの各時点における選手の報酬総額を報告し、公表する。 

第19条〔サラリーキャップ/フロア違反の効果〕 

(1) B.PREMIERクラブまたはB.ONEクラブのみなし報酬総額が、サラリーキャップ

金額を上回った場合、第20条および第21条に従い、サラリーキャップペナルテ

ィおよびサラリーキャップ制度上の制裁を科す。 

(2) B.PREMIERクラブまたはB.ONEクラブのみなし報酬総額が、サラリーキャップ

金額を下回った場合、第21条に従い、サラリーキャップ制度上の制裁を科す。 

第20条〔サラリーキャップペナルティ〕 

(1) サラリーキャップペナルティの判定にあたっては、報酬および手当を、以下

の各号の順で加算して、みなし報酬総額に算出する。 

  ① 第16条第１項第１号（ただし、シーズン中にインジュアリーリストに登録

された選手、代表活動のためにチーム活動を離脱した外国籍選手、契約解除

した選手の代わりに契約した選手（以下まとめて「代替選手」という）の報

酬（以下まとめて「代替選手報酬」という）を除く） 

  ② 第16条第１項第２号（ただし、代替選手報酬を除く） 

  ③ 第16条第１項第３号（ただし、代替選手報酬を除く） 

  ④ 第16条第１項第７号（ただし、代替選手報酬を除く） 

  ⑤ 第16条第１項第１号のうち代替選手報酬 

  ⑥ 第16条第１項第２号のうち代替選手報酬 

  ⑦ 第16条第１項第３号のうち代替選手報酬 

  ⑧ 第16条第１項第７号のうち代替選手報酬 

  ⑨ 第16条第１項第４号ないし第６号 

(2) B.PREMIERクラブまたはB.ONEクラブのみなし報酬総額が、以下の各号(ⅰ)に

該当する場合、当該クラブは、Ｂリーグに対し、以下の各号(ⅱ)に従ってサラ

リーキャップペナルティを支払わなければならない。 

  ① 前項第５号～第７号加算による超過 

(ｉ) みなし報酬総額が、前項第１号ないし第４号の加算でサラリーキャ

ップ金額を超えない場合において、前項第５号ないし第７号の加算で

初めてサラリーキャップ金額を上回った場合 
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(ii) みなし報酬総額がサラリーキャップ金額を超過した金額の100%相当

額 

  ② 前項第９号加算による超過 

(ｉ) みなし報酬総額が前項第１号ないし第８号の加算でサラリーキャッ

プを超えない場合において、前項第９号の加算で初めてサラリーキャ

ップ金額を上回った場合 

(ii) みなし報酬総額がサラリーキャップ金額を超過した金額の50%相当

額 

  ③ 追徴課税による超過 

(ｉ) 翌シーズンの８月末時点で算出されるみなし報酬総額がサラリーキ

ャップを超過しない場合において、同時点以降に課税庁からの追徴課

税が通知され、当該追徴課税金額をクラブが支払った場合 

(ii) みなし報酬総額がサラリーキャップ金額を超過した金額の50%相当

額 

(3) 前項のサラリーキャップペナルティは、対象シーズンの翌シーズンの12月末

日までにＢリーグの指定する方法で納付しなければならない。 

第21条〔サラリーキャップ制度上の制裁〕 

(1) 理事会は、B.PREMIERクラブまたはB.ONEクラブが第14条第１項に違反したと

きは、以下の各号の制裁をすべて併科する。 

  ① 降格 

B.PREMIERクラブ：翌々シーズンにおいて、１つ以上下位のリーグに降格さ

せる 

B.ONEクラブ：翌シーズンにおいて、１つ下位のリーグに降格させる 

  ② 勝ち数の減 

翌シーズンの勝率の計算に際して勝ち数15を減じる 

  ③ 制裁金 

サラリーキャップ金額を超過した金額（前条に従ってサラリーキャップペ

ナルティを支払った場合、当該サラリーキャップペナルティに係る超過金

額を除く）の５倍の制裁金を科す 

(2) Ｂクラブは、前条に従ってサラリーキャップペナルティを支払った場合、以

下の各号の場合を除き、サラリーキャップ制度上の制裁を免除される。 

  ① みなし報酬総額がサラリーキャップを超過し、かつ第16条第１項第４号の

金額が同項第１号の金額の20%を超過した場合 

当該超過部分は第14条第１項に違反したものとみなす 

  ② みなし報酬総額がサラリーキャップを超過し、かつ代替選手の基本報酬が、

代替の原因となった選手の基本報酬を当該選手の契約日数で除した単価に代
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替選手の契約日数を乗じた金額を超過した場合 

当該超過部分は第14条第１項に違反したものとみなす 

(3) 理事会は、B.PREMIERクラブまたはB.ONEクラブが第14条第２項に違反したと

きは、以下の制裁を科す。 

  ① 降格 

B.PREMIERクラブ：翌々シーズンにおいて、１つ以上下位のリーグに降格さ

せる 

B.ONEクラブ：翌シーズンにおいて、１つ下位のリーグに降格させる 

(4) 理事会は、前三項の違反が天災地変その他当該違反クラブの責に帰すべから

ざる事由に起因するものであると認められる場合は、制裁を減免することがで

きる。 

(5) 理事会は、第１項または第３項の制裁を科すにあたり必要と判断する場合は、

自らまたはＢリーグの役職員に指示して、事実関係の調査を行うことができる。 

(6) 前項の調査の対象となったB.PREMIERクラブ、B.ONEクラブおよびその関係者

は、当該調査に協力しなければならない。 

(7) 理事会は、第１項または第３項の制裁を科す場合は、その議決を行う理事会

以前に、当該クラブに弁明の機会を与えなければならない。 

(8) Ｂリーグは、第１項または第３項の制裁を公表するものとする。 

(9) 第１項第３号の制裁金は、理事会による制裁の決定後30日以内に、Ｂリーグ

の指定する方法で納付しなければならない。 

第22条〔監査〕 

(1) Ｂリーグは、第14条第１項および第２項の遵守状況を確認するため、その裁

量により、任意の時期にB.PREMIERクラブおよびB.ONEクラブを監査することが

できる。 

(2) 前項の監査の対象となったB.PREMIERクラブ、B.ONEクラブおよびその関係者

は、当該監査に協力しなければならない。 
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別表１ 

 

 

 

 

第３節 契約更新 

第23条〔契約更新通知期限〕 

Ｂクラブは、その所属選手に対し、新たな契約を締結する意思およびその契約

条件を、シーズン終了の７日後までに書面により通知しなければならない。当該

期日までに契約更新通知がなかった場合、当該Ｂクラブに契約更新の意思が無い

ものとみなし、当該Ｂクラブは当該選手を直ちに自由交渉選手リストへ登録しな

ければならない。なお、ここでいうシーズン終了日とは、当該ＢクラブのＢリー

グ公式戦（チャンピオンシップおよびプレーオフを含む）終了日をさす。ただし、

Basketball Champions League Asiaへ出場するＢクラブのシーズン終了日は、当

該大会での最後の試合日をさすこととし、シーズン終了の３日後までに書面によ

り通知することとする。 

第24条〔自由交渉選手リスト〕 

(1) Ｂクラブ、所属選手およびドラフト規程第12条第１項に定める選択選手に下

記のいずれかの事由が発生した場合、ＢクラブがＢリーグに対して申請を行う

ことにより、Ｂリーグは当該選手を自由交渉選手リストへ公示する。 

① 所属元クラブによる当該選手への契約更新の意思がない場合 

② 所属元クラブと当該選手との契約交渉が決裂し、契約更新がなされないこ

とが確定した場合 

③ 所属元クラブと当該選手との現行契約の契約期間が満了した場合 

④ 所属元クラブと当該選手との現行契約が合意解約または解除により終了し

た場合 

⑤ ドラフト規程が定める自由交渉選手リストに公示される事由に該当した場

合 

(2) 前項第１号ないし第４号の規定にかかわらず、所属選手が所属元クラブとの

契約終了後に移籍する移籍先との間において、すでに契約の合意および締結が
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なされている場合は、自由交渉選手リストへの公示は行われない。 

(3) いかなるクラブも、所属元クラブへの通知なくして、自由交渉選手リストに

掲載された選手と契約交渉および契約締結できるものとする。 

第25条〔契約交渉期限〕 

Ｂクラブは、契約更新通知後すみやかに選手との交渉の場を設定し、契約更新

通知期限から２週間後に設定される契約交渉期限までに、新たな契約の条件につ

いての交渉を終えなければならない。契約交渉期限までに更新通知に対する選手

からの回答がなかった場合、選手は契約更新を承諾したものとみなされる。 

第26条〔選手契約の締結〕 

Ｂクラブと選手が新たな契約の条件について合意した場合、両当事者は、すみ

やかに当該契約を締結し、Ｂクラブは、締結したすべての契約書の写しをＢリー

グに提出しなければならない。 

第27条〔自由交渉選手リストへの登録〕 

(1) 契約交渉期限までにＢクラブと選手との交渉が決裂して契約更新しないこと

が確定した場合、Ｂクラブは、ただちに当該選手を自由交渉選手リストに登録

しなければならない。ただし、当該選手と所属元クラブとの契約期間後におい

て、当該選手が移籍先クラブとの契約を当該時点で合意または決定している場

合は、この限りではない。 

(2) 契約交渉期限までに契約更新の最終合意に至らなかった場合でも、選手とＢ

クラブの合意があれば、自由交渉選手リストへの申請を延期することができる。

ただし、申請を延期できる期日は、現行契約の満了日までとする。 

(3) 自由交渉選手リストへの登録申請は「自由交渉選手リスト公示申請書」によ

り行う。 

(4) 自由交渉選手リストに登録された選手は、所属元クラブへの通知なくして、

自由に他クラブと契約交渉および契約締結することができる。 

(5) 自由交渉選手リストに登録された選手がいずれかのＢクラブと契約を締結し

た場合、当該Ｂクラブは当該選手を自由交渉選手リストから抹消するための申

請を「自由交渉選手リスト抹消申請書」により行うものとする。 

(6) 自由交渉選手リストに登録された選手が自由交渉選手リストからの抹消を希

望した場合、所属元クラブは当該選手を自由交渉選手リストから抹消するため

の申請を行うものとする。 
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第４節 移 籍 

第28条〔移籍の手続き〕 

(1) 選手が移籍を希望する場合、当該選手は、移籍元クラブから登録抹消され、

移籍先クラブが登録申請をし、協会の承認を得なければならない。 

(2) 前項により移籍元クラブが抹消申請をするべきにもかかわらずこれを行わな

いときは、協会は、移籍を希望する選手の申請に基づき移籍元クラブの承諾に

変わる決定をなすことができる。 

第29条〔アマチュア選手がアマチュア選手として移籍する場合〕 

アマチュア選手が、アマチュア選手として移籍先クラブへ移籍したい旨を申し

出た場合、移籍元クラブは、当該移籍を承諾しなければならず、かつ、名目のい

かんを問わず、当該移籍に関し対価を請求することができない。 

第30条〔アマチュア選手がプロ選手として移籍する場合〕 

アマチュア選手が、プロ選手として移籍先クラブへ移籍したい旨を申し出た場

合、移籍元クラブは、当該移籍について異議を申し立てることができない。 

第31条〔プロ選手がプロ選手として移籍する場合〕 

プロ選手との間でプロ選手としての契約を締結しようと意図するクラブ（以下

本条において「移籍先クラブ」という）は、下記のとおりとする。 

① 当該プロ選手と移籍元クラブ間の契約に係る契約期間満了前の移籍を意図

する移籍先クラブは、移籍元クラブに通知し、移籍元クラブの承諾を得なけ

れば、当該プロ選手と契約交渉することができない。また、移籍先クラブは、

自クラブ 

他クラブ 

自由交渉 

選手リスト 

最終戦 

1/1 
他クラブ交渉開始可能日 

契約交渉期限 
(更新通知期限より２週間) 

6/30 
契約満了日 

シーズン3/4
終了時 

登録最終日 (＋７日) 

契約期間 

契約更改交渉期間 

交渉可能期間 
※要所属クラブへの事前通知 

自由交渉可能期間 
※シーズン終了翌日より公示 
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移籍元クラブとの間で移籍に伴う補償について合意し、かつ、当該選手が移

籍を承諾した場合に限り、当該選手と契約を締結することができる。この場

合の補償については、クラブ間での交渉により決定される。 

② 当該プロ選手の移籍元クラブとの間の契約に係る契約期間満了後の移籍を

意図する移籍先クラブは、移籍先クラブ、当該プロ選手およびその代理人に

よる交渉意向の有無を問わず、当該プロ選手との交渉に入る前に、書面によ

り、移籍元クラブに通知しなければならない。但し、当該プロ選手が自由交

渉選手リストに登録されている場合を除く。 

③ 前号の通知は、当該プロ選手と移籍元クラブ間の契約に係る契約期間が満

了するシーズンの１月１日以降に行わなければならない。 

④ 契約期間満了後の移籍を意図する移籍先クラブは、当該プロ選手と移籍元

クラブとの契約が満了したか、または前号の通知が移籍元クラブに到達した

日から起算して３日を経過した日以降に限り、当該プロ選手との契約交渉お

よび契約締結を行うことができるものとする。 

第32条〔U22枠選手に係る移籍〕 

前条の規定にかかわらず、U22枠選手に係る移籍交渉については以下の各号のと

おりとする。 

① いかなるクラブも、U22枠選手の所属元クラブとの契約最終年満了６ヶ月前

から３ヶ月前までは、所属元クラブへの事前通知および所属元クラブの合意

なくして、当該選手と移籍交渉はできない。 

② いかなるクラブも、U22枠選手の所属元クラブとの契約最終年満了３ヶ月前

以降は、所属元クラブへの事前通知により、当該選手と移籍交渉ができる。 

第33条〔プロ選手の期限付移籍〕 

(1) プロ選手は、選手と関連するクラブとの間の書面または電磁的記録による合

意により他のクラブに期限付移籍することができ、その場合移籍先クラブ、移

籍元クラブ、該当選手とは、三者間契約を締結するものとする。なお、併せて

該当選手と移籍先クラブは所定の期限付移籍契約書を締結する。 

(2) 期限付移籍に際して、移籍元クラブおよび選手自身の書面による同意なしに、

移籍先クラブは選手を第三のクラブに移籍させる権利を有しない。 

(3) 期限付移籍の移籍期間は、最短14日間から最長移籍元クラブと当該選手との

原契約満了日までとする。 

(4) 移籍元クラブは、移籍先クラブへ補償金を請求することができ、その金額は

移籍元クラブと移籍先クラブとの交渉によって決定される。 

(5) いずれの時点においても、期限付移籍によりクラブが受け入れる選手は２名

を超えてはならず、期限付移籍により他クラブに移籍させる選手は２名を超え
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てはならない。 

(6) U22枠選手が期限付移籍をする場合、移籍先クラブではU22枠選手および特別

指定選手として登録することはできない。 

(7) 移籍期間における選手報酬は、移籍先クラブが支払う。ただし、移籍先クラ

ブと選手との間で締結された選手契約に定める基本報酬額が、原契約に定める

基本報酬額のうち移籍期間を対象とする金額に満たない場合、移籍元クラブが

選手に対して当該差額分を支払わなければならない。 

(8) 前各項にかかわらず、特定新人選手は、ドラフト開催シーズンの翌シーズン

において、B.ONEクラブまたはB.NEXTクラブからB.PREMIERクラブへ期限付移籍

することができない。ただし、ドラフト規程に基づきドラフト会議への志望表

明をしたにもかかわらず、いずれのドラフト参加クラブからも選択されなかっ

た場合はこの限りではない。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第34条〔育成契約選手制度によるプロ選手の期限付移籍〕 

(1) Ｂクラブは、以下の各号すべてに該当する選手（以下「育成契約選手」とい

う）に限り、移籍先クラブとの間の書面または電磁的記録による合意のみによ

り、他のクラブに期限付移籍（以下「育成期限付移籍」という）させることが

できる。その場合、育成契約選手と移籍先クラブは所定の選手統一契約書を締

結する。 

  ① 前シーズン４月１日時点で満24歳以下の選手 

１）クラブは契約更新通知期日までに、契約更新の意思
がある場合はその通知を行い、その後選手との交渉を
行う。 
２）選手との交渉は契約更新通知期日から２週間以内
に行い、それまでに交渉が決裂した場合は、その選手は
自動的に自由交渉選手リストへ掲載される。 

クラブの契約 
更新の意思 

クラブは期日までに 
選手に通知する 

※期日までに通知のな
き場合は更新の意思が
ないものとみなす 

自由交渉選手リスト 
に選手を掲載 

クラブは期日までに 
選手に通知する 

選手との交渉 

なし 

あり 

選手から回答なし 合意 決裂 

契約更新を承諾した 
とみなす 

＋７日 

更新通知期限 

通知期限より 
２週間 

契約交渉期限 

契約満了日 

リスト掲載 
延長期日 

シーズン 
終了 

契約更新 
 

※契約更新に向けた交渉中で、選
手とクラブが双方合意した場合、
契約満了日を期限として自由交渉
選手リストへの掲載を延期できる 

最終提示額証明書の提出 
自由交渉選手リストへの掲載 
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  ② 移籍元クラブとの間で、Ｂリーグ所定の書面（育成契約選手合意書）によ

って、クラブ意思のみによる期限付移籍を予め包括的に同意した選手 

(2) Ｂクラブは、同一シーズンに２名を超えて、育成契約選手合意をすることが

できない。 

(3) 育成期限付移籍の期間は、最短14日間とし、最長で移籍元クラブと当該選手

との原契約満了日までとする。 

(4) 移籍元クラブは、移籍先クラブへ補償金を請求することができ、その金額は

移籍元クラブと移籍先クラブとの交渉によって決定される。 

(5) B.PREMIERクラブは、育成契約選手をB.NEXTクラブへ期限付移籍させることは

できない。ただし、当該育成契約選手が当該B.NEXTクラブへの期限付移籍につ

いて個別に同意した場合はこの限りでない。 

(6) 前条第７項および第８項は、本条の場合について準用する。 

第５節 ユース育成補償金制度 

第35条〔ユース育成補償金〕 

第36条に定める補償対象選手との間でプロ選手契約を締結したクラブ（以下「獲

得クラブ」という）は、第37条に定める全ての育成クラブに対し、第38条により

算出される額の金銭（以下「ユース育成補償金」という）を支払わなければなら

ない。 

第36条〔補償対象選手〕 

補償対象選手とは、次の各号の全てに該当する者をいう。 

① 獲得クラブと締結したプロ選手契約の有効期間の始期（以下「基準日」と

いう）が属するシーズンの前シーズン４月１日時点で満23歳の誕生日を迎え

ていないこと 

② 獲得クラブとのプロ選手契約締結日よりも前に、Ｂクラブとの間でプロ選

手契約を締結したことがないこと 

第37条〔育成クラブ〕 

育成クラブとは、補償対象選手が連続して６ヶ月以上選手として有効に登録さ

れたB.LEAGUE U15チームまたは同U18チームを保有するＢクラブをいう。なお、

U15チーム規程およびU18チーム規程が定める選手登録の期限までに選手登録され

た選手は、当該年度（U15チーム規程およびU18チーム規程が定める年度）につい

ては４月１日に選手登録されたものとみなす。 
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第38条〔ユース育成補償金の金額〕 

(1) ユース育成補償金の金額は、本条第２項に定める基本金額に、本条第４項に

定める在籍期間係数を乗じた金額とする。 

(2) 基本金額は、補償対象選手とプロ選手契約を締結したクラブが基準日時点で

属するリーグ区分に応じて、以下のとおりとする。なお、基本金額には消費税

その他一切の税金が含まれるものとする。 

① B.PREMIERクラブ：400,000円 

② B.ONEクラブ：200,000円 

③ B.NEXTクラブ：50,000円 

(3) 在籍期間は、育成クラブごとに算定し、育成クラブが保有するB.LEAGUE U15

チームおよび同U18チームに補償対象選手が在籍した期間の合計とする。 

(4) 在籍期間係数は、在籍期間１年を１、６ヶ月以上１年未満を0.5、６ヶ月未満

は切り捨てて算出する。 

第39条〔支払手続〕 

(1) Ｂリーグは、プロ選手契約を締結した補償対象選手の選手登録完了後、育成

クラブおよび獲得クラブに対し、前項に基づき算出されるユース育成補償金額

を通知する。 

(2) 育成クラブは、前項の通知受領後、ユース育成補償金請求書を発行してＢリ

ーグに提出し、Ｂリーグは支払期限を定めた上で、獲得クラブに対し当該請求

書を送付する。 

(3) 獲得クラブは、育成クラブに対し、前項の支払期限までにユース育成補償金

を支払い、当該支払いが完了したことを証する書類をＢリーグへ提出しなけれ

ばならない。 

第40条〔期限付移籍に伴う特別な取扱い〕 

(1) 補償対象選手が期限付移籍をするにあたって、当該期限付移籍が以下の各号

のすべてを満たす場合、移籍先クラブは、育成クラブに対し、追加ユース育成

補償金を支払わなければならない。 

① 補償対象選手がＢリーグにプロ選手として選手登録された初めてのシーズ

ンにおける移籍であること 

② 期限付移籍契約締結時点において、補償対象選手の当該シーズンにおける

出場試合数が、当該シーズンにおける移籍元クラブに適用されるリーグ戦試

合実施要項所定のリーグ戦試合数の半分以下であること 

③ 移籍先クラブの属するリーグが移籍元クラブの属するリーグより上位であ

ること 

(2) 追加ユース育成補償金の金額は、移籍先クラブが属するリーグ区分を基準と
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して第38条により算出された金額から、移籍元クラブ（獲得クラブ）が属する

リーグ区分を基準として算出されたユース育成補償金額を引いた額とする。 

(3) 追加ユース育成補償金の支払手続は、前条の「獲得クラブ」を「移籍先クラ

ブ」、「ユース育成補償金」を「追加ユース育成補償金」と読み替えて準用する。 

第６節 支度金 

第41条〔目 的〕 

本節は、Ｂクラブが新規採用した選手および移籍した選手に対して支払うこと

ができる、支度金の上限額について定める。 

第42条〔支給時期〕 

支度金を支払う場合は、次の各号のとおりとする。 

① 初めてプロ契約選手として、統一契約を締結するとき。 

② 移籍によりプロ契約選手を新たに獲得するとき。ただし、支度金に該当す

る費用が伴う場合のみ。 

第43条〔支払対象区分および支度金支給上限額〕 

支度金の支払対象および各支払対象に対する支度金支給上限額は、次の各号の

とおりとする。なお、いずれの金額も消費税等を含むものとする。 

① 独身者 

合計 380万円 

② 妻帯者（配偶者のみ） 

合計 400万円 

③ 妻帯者でかつ同居の扶養家族がいる場合 

合計 500万円 

第２章 選手登録 

第１節 選手登録 

第44条〔選手登録〕 

(1) Ｂクラブは、協会の基本規程第104条[選手登録の手続き]の定めるところに

より、契約したすべての選手を協会へ選手登録しなければならない。 

(2) Ｂクラブは、契約したすべての選手を所定の方法でリーグ登録しなければな

らない。 
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(3) 協会に登録し、リーグ登録が完了した選手に限り公式試合に出場することが

でき、未登録の選手を公式試合に出場させてはならない。 

第45条〔再登録の禁止〕 

選手は、原則同一シーズン内で２回以上同一クラブへのリーグ登録ができない。

ただし、NBA、NBA GリーグまたはNBAサマーリーグへの出場のために登録を抹消

し、当該リーグの球団に所属した後に、同一Ｂクラブにて再度登録を行う場合は

除く。 

第46条〔登録区分〕 

(1) 協会における選手登録区分は、次の各号のとおりとする。 

① アマチュア選手 

② プロ選手 

(2) 選手は、前項に従いプロ選手またはアマチュア選手のいずれかとして協会に

登録しなければならない。なお、登録した選手は、協会およびＢリーグの諸規

則に従う。 

第47条〔登録人数〕 

(1) クラブの選手登録人数は、B.PREMIERクラブは10名から14名、B.ONEクラブお

よびB.NEXTクラブはいずれも10名から13名とする。 

(2) クラブの選手登録人数は、次の各号の要件を満たすものとする。 

① B.PREMIERクラブはすべてプロ選手とする。 

② B.ONEクラブのアマチュア選手は２名以内とする。 

③ B.NEXTクラブのプロ選手は５名以上とする。 

(3) 前項第１号の規定にかかわらず、B.PREMIERクラブはＢクラブ以外のチームま

たは団体に所属する者として協会に登録している特別指定選手およびユース育

成特別枠選手に限り、アマチュア選手の登録ができる。 

(4) 前第２項第２号の規定にかかわらず、特別指定選手およびユース育成特別枠

選手においてはアマチュア選手の登録上限数を適用しない。 

第48条〔外国籍選手と帰化選手〕 

(1)  Ｂクラブがリーグ登録できる外国籍選手数は、１クラブ合計３名以内とし、

アジア特別枠選手または帰化選手については、外国籍選手と別途１クラブ１名

以内とし、アジア特別枠選手と帰化選手を同時に１クラブ合計２名以上登録す

ることはできない。 

(2) リーグ登録完了後に適法に帰化が許可された外国籍選手は、所定の手続きに

より帰化選手として登録しなければならない。ただし、当該クラブに別途アジ
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ア特別枠選手または帰化選手が登録されている場合、当該選手は当該シーズン

において外国籍選手と同様に取り扱う。 

(3) アジア特別枠選手の登録に関する事項は第５節規定のとおりとする。 

(4) Ｂクラブがリーグ登録した外国籍選手が、FIBAによる代表戦活動期間におい

て自国の代表選手もしくは代表候補選手として召集され、当該活動によりＢク

ラブでの活動から離脱する場合、当該活動のための日本出国日または代表活動

合流日から離脱する選手の最終代表活動日の翌日から７日後までの間、当該選

手数と同数（ただし最大２名とする）の外国籍選手を追加登録することができ

る。 

(5) 前項の規定に基づく新たな外国籍選手のＢリーグ登録については、Ｂリーグ

規約第93条各項の規定に従うこととする。なお、このとき前条第１項の規定は

適用しない。 

第49条〔インジュアリーリスト〕 

(1) シーズン中に外傷・障害の診断を受けた選手は、同時に２名までインジュア

リーリストに登録することができ、インジュアリーリスト登録期間中は、登録

人数に応じた選手数の新規リーグ登録をすることができる。ただし、選手の登

録期間が経過した後は、インジュアリーリストへ選手を登録しても、新規リー

グ登録はできない。 

(2) インジュアリーリストに登録する場合は、インジュアリーリスト登録申請書

と医師の診断書をリーグへ提出することで、当該選手との契約を保持したまま、

一時的にリーグ登録を抹消することができる。 

(3) インジュアリーリストに登録された選手は、当該登録から30日間は再びリー

グ登録することができない。 

(4) インジュアリーリストを抹消し、当該選手を再びリーグ登録する場合は、イ

ンジュアリーリスト抹消申請書をリーグへ提出することとする。 

(5) インジュアリーリストへ登録された選手は、前項の手続きにより登録期間最

終日以降も再びリーグ登録することができる。 

(6) インジュアリーリストへ登録された選手が、所属クラブとの契約を満了する

か、契約解除に至った場合、契約期間の終了をもってリーグは当該選手をイン

ジュアリーリストより抹消する。ただし、期限付移籍および育成期限付移籍に

よって当該選手が移籍した場合は、リーグは所属元クラブを移籍先クラブへ変

更するものの、当該選手はインジュアリーリストへの登録を継続したまま、前

第３項のリーグ再登録までの期間も有効に扱う。 

(7) インジュアリーリストへ同時に２名登録しているクラブは、当該登録期間中、

インジュアリーリストへ登録された選手を期限付移籍または育成期限付移籍に

より新たに獲得することはできない。 
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第２節 特別指定選手制度 

第50条〔特別指定選手の目的〕 

満22歳以下のバスケットボール選手を対象に、連盟の垣根を越えて、個人の能

力に応じた環境を提供することを目的とする。 

第51条〔特別指定選手の対象〕 

Ｂリーグは、Ｂクラブからの申請に基づき、前シーズン４月１日時点で満22歳

の誕生日を迎えていない選手であって、かつ、次条の条件を満たす選手を特別指

定選手として認定する。 

第52条〔特別指定選手の条件〕 

特別指定選手は次の各号の条件を満たすものとする。 

① 日本国籍を有すること 

② 外国籍選手ではないこと 

③ 健康であることを証明されていること 

第53条〔特別指定選手の登録人数〕 

Ｂクラブは、第47条に規定した登録数に加え、シーズン中に特別指定選手を２

名までＢリーグ登録することができる。このとき、当該選手がＢクラブ以外のチ

ームまたは団体に所属する者として協会に登録している場合、所属チームへ登録

したまま、Ｂリーグの公式試合に出場することができる。 

第54条〔特別指定選手の契約区分〕 

特別指定選手の契約区分は次の各号のとおりとする。 

① Ｂクラブ以外のチームまたは団体に所属する者として協会に登録している

選手との契約は、アマチュア契約のみとする。この場合、クラブは所属元と

選手（未成年の場合は保護者同伴）の三者合意を得て、所定の申請書をリー

グへ提出する。 

② 協会に登録していない選手との契約は、アマチュア契約またはプロ契約の

いずれも可とする。この場合は、クラブは選手（未成年の場合は保護者同伴）

の合意を得て、所定の申請書をリーグへ提出する。 

第３節 U22枠選手制度 

第55条〔U22枠選手の目的〕 

ユース出身選手の特別枠により、育成組織からの選手輩出を促進するとともに
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若手の選手強化のさらなる向上を目的とする。 

第56条〔U22枠選手の対象〕 

Ｂリーグは、Ｂクラブからの申請に基づき、前シーズン４月１日時点で満18歳

の選手であって、かつ、次条の条件を満たす選手をU22枠選手として認定する。 

第57条〔U22枠選手の条件〕 

U22枠選手は次の各号の条件を満たすものとする。 

① 申請を行うＢクラブのユースチームへ有効に登録された期間が、選手契約

の有効期間開始時点で連続二年度（本号において一年度とは、U18チーム規程

第６条第３項で定める選手登録の期限から翌年３月末日までをいう）以上で

あること 

② 日本国籍を有すること 

③ 外国籍選手ではないこと 

④ 健康であることを証明されていること 

⑤ 高校在学中でないこと 

第58条〔U22枠選手の登録人数〕 

(1) Ｂクラブは、第47条に規定した登録数に加え、シーズン中にU22枠選手を４名

までＢリーグ登録することができる。 

(2) U22枠選手が期限付移籍をした場合、当該期限付移籍の期間においても、当該

期限付移籍選手の数は前項の登録可能人数に含まれるものとする。 

第59条〔U22枠選手の契約区分〕 

U22枠選手の契約区分はプロ契約のみとし、クラブは選手の合意を得て、所定の

申請書をリーグへ提出する。 

第４節 ユース育成特別枠選手制度 

第60条〔ユース育成特別枠選手の目的〕 

Ｂユースの価値向上と、Ｂユースにおける育成強化の促進を目的とする。 

第61条〔ユース育成特別枠選手の対象〕 

Ｂリーグは、Ｂクラブからの申請に基づき、前シーズン４月１日時点で満18歳

の誕生日を迎えていない選手であって、かつ、次条の条件を満たす選手をユース

育成特別枠選手として認定する。 
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第62条〔ユース育成特別枠選手の条件〕 

ユース育成特別枠選手は次の各号の条件を満たすものとする。 

① 申請を行うＢクラブのユースチームへ有効に登録中であり、当該登録期間

が申請時点で累積６カ月以上であること 

② 日本国籍を有すること 

③ 外国籍選手ではないこと 

④ 健康であることを証明されていること 

第63条〔ユース育成特別枠選手の登録人数〕 

(1) Ｂクラブは、第47条に規定した登録数に加え、シーズン中にユース育成特別

枠選手を２名までＢリーグ登録することができる。このとき、当該選手がＢク

ラブ以外のチームまたは団体に所属する者として協会に登録している場合、当

該登録のまま、Ｂリーグの公式試合に出場することができる。 

(2) ユース育成特別枠選手については、第45条規定の再登録の禁止対象から除外

する。 

第64条〔ユース育成特別枠選手の契約区分〕 

ユース育成特別枠選手の契約区分はアマチュア契約のみとし、クラブは選手（未

成年の場合は保護者同伴）の合意を得て、所定の申請書をリーグへ提出する。 

第５節 アジア特別枠選手制度 

第65条〔アジア特別枠選手制度の目的〕 

アジアの多様な選手との日常的な対戦を行うことによる、強度の高いバスケッ

トボール環境を構築し、アジア市場での事業価値を向上させることを目的とする。 

第66条〔アジア特別枠選手制度の対象国〕 

(1) アジア特別枠選手制度の対象国および地域は以下の通りとする。 

① 中華人民共和国 

② 大韓民国 

③ フィリピン 

④ インドネシア 

⑤ チャイニーズ・タイペイ 

⑥ タイ 

⑦ ベトナム 

⑧ モンゴル 

⑨ マレーシア 
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⑩ ホンコン・チャイナ 

⑪ マカオ 

⑫ インド 

⑬ シンガポール 

⑭ レバノン 

(2) 前項各号のいずれかのみの国籍を選手が保有する場合は、アジア特別枠選手

として登録を認める。ただし、当該選手が帰化により前項各号のいずれかの国

籍を保有している場合は、帰化前の国籍が前項各号のいずれかの国籍である場

合に限り、アジア特別枠選手として登録を認める。 

(3) 複数の国籍を選手が保有する場合は、全ての国籍が第１項各号に該当する場

合に限り、アジア特別枠選手として登録を認める。ただし、第１項各号に該当

する国籍と、該当しない国籍を双方保有する場合でも、第１項各号の国の代表

選手（カテゴリーを問わない。ただし、3x3競技については除く）としてFIBAに

より登録された実績を有する場合においては、アジア特別枠選手として登録を

認める。当該FIBAによる登録区分が帰化選手枠である場合はこの限りでない。 

(4) 前２項によりアジア特別枠選手として登録を認められる選手は、外国籍選手

として登録することを妨げない。 

(5) アジア特別枠選手または外国籍選手のいずれかにおいて登録した場合、同一

シーズンにおいて他に登録を変更することはできない。ただし、次条第３項に

基づき、アジア特別枠選手として登録を取り消された場合はこの限りでない。 

第67条〔登録に関する宣誓〕 

(1) アジア特別枠選手をリーグ登録する際には、所定の宣誓書をリーグへ提出し

なければならない。 

(2) 宣誓書の記載事項および当該選手の保有国籍に関して調査が必要な場合にお

いては、当該選手およびクラブはリーグの調査へ協力する義務を負う。 

(3) 前項により、アジア特別枠選手のリーグ登録に際する違反が認められた場合、

リーグは当該選手のアジア特別枠選手登録を取り消し、クラブおよび当該選手

に対し制裁を科すことができる。ただし、コミッショナーは裁定委員会へ諮問

の上、本制裁を決定する。 

① クラブ：制裁金最大500万円および当該クラブにおけるアジア特別枠制度運

用を最大12か月認めない 

② 当該選手：制裁金最大500万円および最大12か月の出場停止 

(4) 前項により違反が認められた選手が、公式試合における試合記録を残してい

た場合は、当該記録は有効に成立するものとする。ただし、表彰との関係にお

いては、当該記録は考慮しない。 
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第68条〔アジア特別枠選手の契約運用〕 

アジア特別枠対象選手とクラブとの契約に際しては、プロ契約の場合は協会が

定める選手統一契約書を締結することとし、アマチュアの場合はＢリーグが定め

るアマチュア選手誓約書に署名（電磁的方法によるものを含む）し提出しなけれ

ばならない。 

第６節 選手登録手続き 

第69条〔選手登録の方法〕 

(1) 協会への選手登録は、協会の基本規程に基づき、アマチュア選手およびプロ

選手のいずれもＢクラブが登録申請をもって行う。 

(2) Ｂクラブは、所属選手との契約に用いた統一契約書および誓約書、ならびに

個別契約書の全ての写しをリーグへ提出するものとする。 

第７節 その他 

第70条〔選手でない者の取扱い〕 

(1) Ｂクラブは、練習生等肩書の如何を問わず、Ｂクラブに所属するプロ選手ま

たはアマチュア選手のいずれにも該当しない者に関し、以下の取扱いを行って

はならない。ただし、第１号および第４号の規定は、当該Ｂクラブのユースチ

ームの選手については適用しない。 

① 当該者が自クラブに所属する選手である、または所属する選手であると認

識されるおそれのある内容での対外的発表 

② 選手としての義務履行に対する報酬の支払い 

③ 練習参加のための物品の支給、旅行費、練習参加による負傷時の治療費の

実費相当分を超える金銭の支払い 

④ 当該者の協会への選手登録 

(2) いかなるＢクラブも、前項の者と選手契約交渉を行うにあたり、当該者が所

属するＢクラブへの事前通知および当該クラブの承諾を要しない。 

(3) Ｂリーグは、Ｂクラブに対し、本条第１項第２号および第３号の遵守状況を

確認するため、第１項の者がＢクラブに所属する根拠となる書類、在留資格に

関する書面その他Ｂリーグが必要と判断する資料の提出を求めることができる。

Ｂリーグより提出を求められたＢクラブは、速やかに資料を提出しなければな

らない。 

第71条〔選手の登録期間最終日〕 

Ｂクラブは、以下の各号に定める登録期間最終日の翌日以降、選手のリーグ登
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録が出来ないこととする。 

① B.PREMIERクラブ：B.PREMIERリーグ戦における当該Ｂクラブの最終の公式試

合に係るＢリーグ規約第93条第３項に定めるＢリーグ登録の期日 

② B.ONEクラブおよびB.NEXTクラブ：当該シーズンの３/４終了時を基準として

Ｂリーグが定める期日。2026-27シーズンにおいては３月９日と定める。 

第３章 改正 

第72条〔改 正〕 

本規程の改正は、理事会の承認により、これを行う。 

第４章 附則 

第73条〔施 行〕 

(1) 本規程は、2016年５月11日から施行する。 

(2) 2025年９月９日付改正、2025年11月11日付改正、2025年12月９日付改正およ

び2026年１月13日付改正については、2026年７月１日から効力を生じるものと

する。 

(3) 前項の附則は、2026年７月１日から３ヶ月を経過した日後にこれを削除する。 

 

 

〔改 正〕 

2016年６月１日 

2017年７月12日 

2018年７月10日 

2019年７月９日 

2020年７月14日 

2021年８月10日 

2022年８月17日 

2023年９月１日 

2024年１月１日 

2024年６月18日 

2024年８月22日 

2025年２月12日 

2025年７月８日 

2025年９月９日 

2025年11月11日 

2025年12月９日 

2026年１月13日 

2026年３月10日 

 

  


